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広島県におけるリスキリング推進の
取組について
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広島県におけるリスキリング推進の取組
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リスキリングに着目した背景

国際通貨基金Webサイト（閲覧日：2023年6月23日）に基づき作成

経済成長率（実質GDPの伸び率）の
国際比較
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県内経済界等を巻き込んだ取組

⚫ 産学官の関係者や有識者等で構成する「広島県リスキリング推進検討協議会」を
令和４年４月に設置。

⚫ 以下のテーマにおいて議論を重ね、令和５年７月に最終報告書を公表。

① 今後求められる必要なスキル

② 働きながら学ぶために必要な労働環境や雇用管理

③ 労働市場の流動化を踏まえた社会システム等

議論の
テーマ

＜協議会の体系図＞ ＜協議会の様子＞
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広島県によるリスキリングの定義

外部環境の変化（DX等）による新たな業務需要の拡大と減少に

対応して、企業等の経営戦略や人材戦略のもと、

企業の主導によって、

従業員が今後の新たな業務などで必要となる知識やスキルを
習得し、活用（業務を創造・高度化）すること

1
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リスキリング推進ガイドラインの作成

【目次】

1. 社会経済環境の変化とリスキリングの必要性

2. リスキリングの基本的な考え方

3. リスキリングの目的・効果

4. DX進展の全体像とスキルの整理

5. リスキリングの取組手順、ポイント

6. 企業の取組事例
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リスキリングを推し進める組織体制の整備

⚫ リスキリングを含めた人的資本経営に関連する各種事業を、令和６年度からは
 「人的資本経営促進課」の新設により集約。

再 編 前
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「日経リスキリングアワード2024」の受賞

⚫ 日本経済新聞社を事務局とする日経リスキリングコンソーシアムの事業の一環として実施され
ている「日経リスキリングアワード2024」において、本県の取組が「公共団体部門 最優秀
賞」を受賞。
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実践支援の強化

機運醸成 実践支援

• リスキリング推進宣言制度

→ 423 社が登録

  （R7.2.28時点）

• 意識啓発・理解促進イベント

• 情報発信ポータルサイト 等

• ITパスポート取得支援補助金

• 人材開発支援助成金活用支援補助金

• リスキリング伴走コンサルティング

• デジタルリテラシー習得コンテンツ

• 評価・処遇制度導入イベント

• 企業コミュニティ形成 等

R4
R5
年度
～

R6
年度
～

⚫ 令和４年度の取組開始から、「機運醸成」・「実践支援」を軸に事業を展開。

⚫ 令和６年度からは、新たに開始した「リスキリング伴走コンサルティング事業」をはじめ、実践
支援をより一層強化。



「リスキリング伴走コンサルティング事業」を通じた支援事例



12広島県庁/Hiroshima Prefectural Government

事業の概要

現有スキルの明確化

事業の
流れ

学習プログラムの受講

開始前に、現有スキル

を診断することで、

目指す姿とのギャップ

を明確化

6月～8月

学習プログラムの作成

明確化されたスキルの

状況をもとに、各企業・

参加者に合わせた個

別最適な学習プログ

ラムを作成

学習プログラムの受講

9月～翌2月

学習習慣の形成や学
習継続、職場実践等
に向け、ラーニング
パートナーが参加企
業ごとに伴走支援

学習効果の見える化

翌3月

学習プログラムの受講

後、スキル診断やアン

ケート調査を通して習

熟度を検証し、参加

者それぞれの学習効

果を可視化

学びの伴走支援

各参加者の学習プログ
ラムに合わせた効果的
な動画学習コンテンツ
を提供

※参加企業のうち１社については、「スキル可視化ツール」もあわせて活用
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本事業への参加企業

企業名 業種 事業内容 従業員数

A株式会社 漁業 牡蠣をはじめとした魚介類の養殖、販売（水産
加工品含む）

約10名

社会福祉法人B 医療・福祉 特別養護老人ホームやケアハウス等、各種医
療・福祉サービス事業所の運営

約200名

C株式会社 製造業 自動車、船舶、建設機械等に使用される金属
リング製品の製造

約150名

D株式会社 建設業 道路工事や治山工事、河川工事、下水工事
等の土木工事

約30名

株式会社E 製造業 パンや洋菓子・和菓子等の製造及び販売 約180名
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事例①：A株式会社（漁業）

参加の背景

• 市場環境や海洋環境が変化している中、海外への販路開拓や漁業のIoT化等を進めるにあた
り、社員のスキルアップが必須。

• 若手社員を中心に、質の高い外部教育を実施する必要。

学習内容

• 海外での営業活動を進めるため、ビジネス英語や営業
スキル等を学習。

• 生成AIの活用やデジタルマーケティング手法等につい
ても幅広く学習。

• 養殖場等へ移動する船上での時間も活用し、学習時
間を確保。

成果

• 事業実施期間中に１名が海外へ赴任。現地での商
談において学習した内容を活用。 ＜船上での作業の様子＞
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事例②：社会福祉法人B（医療、福祉）

参加の背景

• 介護業界においては人手不足が常態化。

• 介護における「直接的ケア」の質・量を上げていくために、デジタルを活用し「間接的業務」を効率
化していくことが必要。

学習内容

• 「間接的業務」の効率化を目指し、デジタルの基礎的な知識を中
心に学習。

• また、その他にもチームマネジメントやストレスマネジメントについても
学習。

• 管理者がシフト調整等を行い、職員の学ぶ時間を業務時間内で
確保。

成果

• 職場内の情報共有をスムーズにするための業務アプリを作成。

＜作成した業務アプリの画面＞



企業のさらなるリスキリングの実践・定着に向けて
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企業のさらなるリスキリングの実践・定着に向けて

• 習得した知識・スキ
ルの活用やリスキリン
グの促進につなげる
ための配置

• リスキリングを踏まえ
た人事評価

• 制度上の評価・処
遇

• 人事評価制度以外
での評価・処遇

STEP4

評価・処遇の
見直し

• 知識・スキルを習得
する時間の確保

• 費用負担

• 従業員のキャリア形
成支援

• 従業員の主体的な
学び直しの支援

• 社内・社外での研修
の提供

• 社外での経験の提
供

• 人材戦略の策定・リ
スキリングの方針決
定

• 推進体制の整備、
推進人材の確保

STEP1
リスキリングの
方針決定

STEP2
リスキリングの
環境整備

STEP3
知識・スキルの
習得機会提供

経営戦略の
  策定･見直し
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「リスキリング」が

 企業の魅力・価値を向上させる！



https://www.pref.hiroshima.lg.jp/

ご清聴ありがとうございました
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